






























区 }JIJ 供黙虫数 生存虫数 死虫数
標 準 区 20 15 5* 
胞子液撒布区 20 6 14 
乾燥胞子撒布区 20 5 15 
(注) 傘隣接区より感染したもの
第 2表 胞子撒布時期と殺虫効果
区 日IJ 供試虫数 生存虫数 死虫数
放飼と同時撒布区 20 4 16 
放飼1目前撒布区 20 3 17 
放飼1日後撒布区 20 16 4 
第 3表 園地における殺虫効果
区 別 供試虫数 生存虫数 死虫数
標 準 区 50 15 35* 



















































































































































































2 10 10 
3 10 10 










第 6表寄 ? 範 関(ジャガイモガを除o
区 }JIJ 害 虫 名
(?ハカミキリ〈幼虫l イネズイムシ(幼虫).パ ク ガ〈幼虫及び麟〕



















幼虫 鏑 l1t.虫 tf" 
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